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＜パートナーシップ＞
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三側面
（分野に☑）

住宅解体作業の際、廃棄物を分別することで、地金な
どを現金化し、作業代金の削減に努めた。

2024年100％

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

（分野に☑）

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

2024年65％

産業廃棄物、その他の廃棄物等の対策の実施
・解体作業等で発生する廃棄物の分別の徹
底化（資源として活用できるように正しく
分別）経済

取組みの進捗状況（実施状況や指標の達成状況など）

・一人当たりの月平均時間外労働
20H以内
・一人当たりの年次有給休暇取得率70％

・一人当たりの月平均時間外労働20H以内は全従業員
月平均時間外労働時間20H以内の為、達成できた。
・年次有給取得率70％は70％取得達成できた職員が
8割。残り2割の職員は工事責任者の為、取得率は
60％だった。

前期の指標に対する実績

（分野に☑）

・2024年までに65歳以上の再雇用率を
70％へ

前期の指標に対する実績

多様な働きかたの促進
・再雇用率を向上させる

取組みの進捗状況（実施状況や指標の達成状況など）

65歳以上の職員3名のうち2名が再雇用
うち一人病的理由により退職。70％目標であったが
65％だった。

熊本県・阿蘇市と大規模災害時の支援活動に関する協定書を結び、災害発生時、応急活動等に従事している。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標に係るこれまでの進捗状況＞

環境

社会

社会

経済

環境

環境

社会

経済

・一人当たりの月平均時間外労働
20H以内　2024年100％達成
・一人当たりの年次有給休暇取得率70％   
達成率　2024年68％

前期のSDGsに関する重点的な取組み

取組みの進捗状況（実施状況や指標の達成状況など）

前期の指標

前期の指標に対する実績

働きやすい職場環境の構築
・時間外労働の削減
・有給休暇取得の促進

社会

経済

環境

産業廃棄物、その他の廃棄物等の対策の実施
・解体作業等で発生する廃棄物の分別　　　
2024年100％→2027年100％

社会

経済
・「SDGsに関する重点的な取組み」には環境・社会・経済の三側面の全てについて、重点的な取組みを記載してください。なお、取組みが複数の分野に該当
する場合は、それぞれの分野にチェックを入れてください。
・「指標（更新時に向けた数値目標）」には、それぞれの取組みに対する「目指す姿」の実現を念頭に、それを評価するための指標と、現状の数値および更新時
（3年後）の数値目標を記載してください。（例：採用の人数：2023年○人→2026年○人）更新時には実績を報告する必要があります。

・「パートナーシップ」には、企業やNPO法人、行政など関係機関との連携を記載してください。

・「三側面」、「前期のSDGsに関する重点的な取組み」と「前期の指標」には、前回登録申請した際に記載した「三側面」、「SDGsに関する重点的な取組み」と
「指標」をそのまま転記してください。
・「取組みの進捗状況」には、取組みの実施状況や指標の達成状況を記載してください。指標が未達成の場合は、その理由等も記載してください。 
・「前期の指標に対する実績」には、「前期の指標（数値目標）」に対する実績を数値を用いて記載してください。

更新

三側面
SDGsに関する重点的な取組み

指標
（更新時に向けた数値目標）（分野に☑）

環境
働きやすい職場環境の構築
・時間外労働の削減
・有給休暇取得の促進

・1人当たりの月平均時間外労働時間
2024年15H→2027年10H以内
・1人当たりの年次有給休暇取得率
2024年68％→2027年70％以内

社会

経済

環境
多様な働きかたの促進
・再雇用率を向上させる

・65歳以上の再雇用率
2024年65％→2027年70％

事業者名 株式会社　杉田建設

＜2030年のSDGs達成に向けた経営方針と目指す姿＞

建設業が環境・社会・経済に与える影響を考慮し、地域に信頼される企業を目指します。
また、従業員一人一人がそのことを自覚し、その役割を果たしていくことによりＳＤＧｓの達成に貢献していきま
す。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標＞


